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WB 1:500-1:2000,ELISA 1:5000-1:20000,FC 1:200-1:400

52kDa

ATP6AP1

16A; CF2; Ac45; XAP3; XAP-3; ATP6S1; VATPS1; ATP6IP1
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Serial Dilutions of Antibody

— Control Antigen = 100ng Antigen= 10ng

Antigen= 5lng — Antigen= 100ng
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、真核生物の細胞内小器官の酸性化を媒介する多サブユニット酵素の構成要素をコードしています。液胞ATPase（V-ATPase）は、細胞質V1（ATP触媒部位）と膜貫通V0ドメインで構成されています。V-ATPase依存性の細胞内小器官の酸性化は、タンパク質選別、酵素前駆体の活性化、受容体を介したエンドサイトーシスといった細胞内プロセスに不可欠です。この遺伝子がコードするタンパク質は、V-ATPaseを介した神経内分泌分泌顆粒の酸性化を促進する可能性があります。また、このタンパク質は初期発生においても役割を果たしている可能性があります。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	PC-3（1）およびRaw264.7（2）細胞溶解物に対するATP6AP1マウスmAbを用いたウエスタンブロット解析。
	

	ATP6AP1 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Hela 細胞のフローサイトメトリー分析。

